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百
貨
府
出
張
版
資
の
本
質

百
貨
底
出
張
販
責
の
本
質

型通

証Jr

一
、
百
貨
底
出
張
販
賓
の
本
質
的
形
態

小
菅
商
業
は
こ
れ
を
設
展
的
陀
見
れ
ば
一
円
商
形
態
が
定
住
陶

業
に
先
立
つ
と
と
は
、
各
国
に
就
い
て
云
ふ
と
と
が
出
来
る
町

定
住
商
業
の
う
ち
最
も
典
型
的
左
る
も
の
は
百
貨
庄
で
あ
っ
て

と
れ
は
そ
の
民
衆
の
殿
堂
と
し
て
の
高
批
友
る
容
姿
を
一
白
見

る
者
に
ほ
拘

λ
に
も
肯
け
る
所
で
あ
る
。
百
貨
庄
は
従
来
顧
客

を
白
屈
に
引
付
け
る
事
を
以
て
特
徴
と
し
た
ぷ
然
し
資
本
主
義

の
設
展
に
件
ふ
企
業
相
互
の
競
争
の
激
化
と
民
衆
の
窮
乏
化
は

到
底
坐
し
て
顧
客
を
待
つ
を
許
さ
や
、
可
及
的
に
顧
客
に
近
接

し
て
そ
の
需
要
の
喚
起
に
努
め
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
っ
た
町
か

く
て
生
れ
州
た
の
が
出
張
販
寅
で
あ
り
.
通
信
販
賓
で
あ
り
、
支

分
応
の
培
設
で
あ
り
、
交
通
事
業
の
百
貨
庇
と
の
結
託
で
る
る
。

私
は
出
張
販
寅
を
形
態
上
よ
り
見
て
次
の
如
く
定
義
す
る
。
『
自

己
の
替
業
所
以
外
の
仮
設
の
底
輔
に
於
て
左
さ
る
L
短
期
小
費

第
三
十
八
巻

O 

第
六
時
制

IlLJ 

形
態
た
り
』
と
。
以
下
と
の
定
義
に
従
っ
て
そ
の
特
徴
を
る
ぐ

れ
ば
次
の
如
ぐ
で
あ
る
。

ト
出
張
販
買
は
自
己
の
偉
業
所
以
外
の
揚
所
で
行
は
る
h
h

と

と
を
要
ナ
(
出
張
地
域
)
‘
口
自
己
の
管
業
所
以
外
の
骨
卦
か
岳

輔
で
行
は
る
、
と
と
を
要
ず
(
曾
場
)
、
日
出
張
版
寅
は
同
時
婚
か

小
寅
形
様
で
あ
る
こ
と
ど
契
「
(
期
間
〕
D

↑
出
張
地
域
出
張
販
寅
は
自
己
の
管
業
所
以
外
の
揚
所
に
於

て
行
は
る
主
事
が
必
要
で
あ
る
。
と
与
に
帥
営
業
所
と
は
替
業
上

の
荊
動
の
統
一
さ
る
h
h

揚
所
的
中
心
で
あ
り
、
替
業
の
基
本
行

矯
た
る
取
引
の
行
は
る
土
川
に
し
て
、
継
続
的
に
業
務
の
行
は

る
事
が
極
め
て
重
要
友
標
識
で
あ
り
、
之
を
百
貨
応
に
就
て
見

れ
ば
商
品
を
陳
列
し
、
直
接
顧
客
に
接
し
、
商
品
賞
買
の
行
は

る
L

定
住
庇
輔
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
輩
な
る
仕
入

府
と
か
一
時
的
底
輔
の
如
き
は
私
の
意
味
に
於
て
は
営
業
所
に

は
含
ま
れ
友
い
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
三
越
の
出
張
販
賓
は
京

都
市
等
で
は
仕
入
底
に
於
て
行
は
る
L
事
が
多
い
が
倫
出
張
販

貰
た
る
を
失
は
友
い
。

出
張
販
買
は
自
己
の
管
業
所
以
外
の
場
所
な
れ
ば
如
何
友
る

向井鹿松著，配給市場論 p・515Nystrom， Econornics of I印刷l;ogp・380以下
上回貞宍郎著.商工煙替 p・73
甜l楠，百貨底の出張阪寅遁信販寅，蓮鈴鹿(経瞥!，Ff究昭和B年 I2月君主)
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場
所
で
行
は
る
L
か
を
聞
は
な
い
。
然
し
一
鷹
市
内
出
張
と
地

方
出
張
に
分
ち
考
へ
得
る
所
で
あ
っ
て
、

と
の
雨
者
は
そ
の
目

的
形
式
内
容
夫
々
呉
り
、
か
の
百
貨
底
自
制
案
に
於
て
も
、
前

の
場
合
を
含
め
る
意
味
で
特
に
、
『
市
内
及
近
郊
に
於
て
行
ふ
も

の
は
出
張
版
賓
と
者
倣
ず
』
と
の
説
明
を
附
し
て
ゐ
る
程
で
あ

る
が
、
私
は
躍
に
こ
れ
を
形
態
上
よ
り
見
れ
ば
向
出
張
販
賓
の

概
念
に
匂
合
せ
し
む
る
を
得
べ
し
と
雌
も
、
後
に
も
尚
一
ぺ
る
如

く
、
之
を
機
能
の
L
L
よ
り
考
ふ
れ
ば
出
張
販
賓
の
本
質
的
機
能

は
地
方
山
川
艇
に
於
て
投
開
さ
る
L
も
の
な
り
と
一
戸
は
ね
ば
な
ら

む
と
思
ふ
。
地
方
出
張
と
云
つ
で
も
今
日
で
は
内
地
は
勿
論
植

民
地
に
ま
で
も
及
ん
で
居
る
が
1

そ
の
庚
狭
遠
近
の
如
き
は
出

張
販
賓
の
概
念
規
定
に
は
敢
て
関
係
す
る
所
で
は
た
い
。

コ
曾
場
出
張
販
寅
は
自
己
の
営
業
所
以
外
の
俄
設
の
底
輔
に

於
て
行
は
る
L
事
を
要
す
。
こ
L

K
仮
設
の
底
輔
ム
」
は
永
続
性

繕
韻
性
定
住
性
を
有
せ
し
め
ざ
る
意
味
に
於
て
設
け
ら
れ
た
る

販
寅
所
の
義
に
し
て
、
き
れ
ば
普
通
出
張
所
と
云
は
る
L
も
の

も
こ
れ
が
永
績
性
継
績
性
を
持
つ
も
の
放
る
時
に
は
と
与
に
於

て
行
は
る
ミ
取
引
を
私
は
出
張
版
賓
の
概
念
の
中
に
包
含
せ
し

宵
貨
市
抽
出
張
版
賓
の
本
質

め
ざ
る
を
安
蛍
た
り
と
恩
ふ
。

と
の
意
味
に
於
て
各
百
貨
底
が

舟
舶
上
に
設
け
た
る
賀
応
、

と
れ
を
例
へ
ば
昭
和
五
年
以
降
大

平
洋
通
の
秩
父
丸
へ
三
越
、
龍
田
丸
へ
白
木
屋
、
浅
間
丸
へ
高

島
屋
が
出
張
所
を
設
け
て
、
旋
行
用
品
日
用
品
土
産
物
等
を
販

賓
し
て
居
る
叫
斯
の
如
き
は
、
敢
て
後
に
遁
ぺ
る
如
く
機
能
の

離
に
著
目
せ
や
と
も
、
た
ピ
そ
の
版
費
所
が
、
勿
論
こ
れ
は
相

針
的
友
概
念
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
多
少
氷
績
的
窓
味
を
持
っ
て

居
る
結
か
ら
見
て
も
之
を
出
張
販
賓
の
概
念
の
中
K
匂
合
す
る

と
れ
に
反
し
百
貨

底
が
特
定
の
工
場
又
は
園
慢
の
依
額
に
感
じ
、
叉
は
バ
ザ

l
の

況
の
支
持
し
得
な
い
事
を
知
る
の
で
あ
る
。

開
催
せ
ら
る
L

に
営
り
そ
の
依
棋
に
際
じ
、
商
品
を
販
資
す
る

場
合
に
於
て
も
俵
設
の
底
輔
を
設
け
て
之
を
行
ふ
限
り
出
張
販

賓
の
形
態
を
具
備
す
る
も
の
と
云
へ
ょ
う
。

出
張
販
寅
は
必
や
一
定
の
俄
設
の
底
輔
又
は
販
賢
所
を
必
要

と
し
且
主
と
し
て
そ
の
販
寅
所
に
於
て
取
引
が
左
さ
る
土
事
が

必
要
で
あ
る
。
消
費
者
の
門
戸
よ
り
門
戸
へ
荷
物
を
負
ひ
叉
は

車
に
積
み
寅
歩
く
事
は
小
寅
商
業
の
最
も
原
始
的
な
一
形
態
で

あ
っ
ち
こ
れ
に
似
た
事
は
又
、
今
日
の
百
貨
庖
に
依
つ
で
も

第
三
十
八
巻

一
一一一
第
大
獄

五

拙稿，百貨盾の植民地進出(経済論毅昭和自主I'，R月，4月披〉
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百
貨
底
出
張
版
苗
且
白
木
賞

屡
h
N

行
は
れ
る
所
で
あ
れ
リ
、
和
歌
山
市
伊
勢
四
日
市
市
の
如
き

は
乙
の
形
式
の
販
買
に
よ
り
相
首
影
響
を
蒙
る
事
を
報
じ
て
ゐ

と
れ
も
出
張
販
賓
の
概
念
の
中
に
包
含
せ
し
む
る
者
も

註

あ
れ
ど
も
、
上
越
の
意
味
で
版
賢
所
を
有
せ
ざ
る
斯
の
如
き
形

る
が
、

態
を
出
版
販
賓
の
概
念
の
中
に
含
め
る
事
は
趨
誌
で
た
い
と
思

j;. 

註

こ
の
訪
問
阪
賓
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
に
就
い
て
は
前
松
屋
宣
停

部
長
前
波
仲
子
氏
が
面
白
〈
説
明
し
て
居
る
ム
山
出
張
販
責
に
一
寸
鑓

ヲ
た
も
の
が
あ
る
。
仮
に
訪
問
販
責
と
で
も
云
は
う
。
是
は
極
小
の

出
張
版
責
で
、
人
員
二
三
名
が
手
車
一
室
に
積
め
る
位
白
荷
を
持
ワ

て
地
方
を
諮
問
一
ナ
る
の
で
あ
る
。
行
〈
先
行
〈
先
の
町
で
先
づ
荷
車

を
借
り
人
夫
を
一
人
傭
ヲ
て
主
な
る
お
得
意
を
訪
問
し
て
そ
の
座
敷

で
阿
仰
を
旗
げ
る
の
で
あ
る
。
諌
め
そ
白
得
意
に
願
ワ
て
親
類
知
人
を

そ
白
一
場
に
呼
ん
で
い
た

r
く
。
そ
の
得
意
の
保
詮
を
貰
へ
ば
貸
買
も

ナ
る
、
是
ら
白
人
h

の
紹
介
で
失
々
と
訪
ね
歩
〈
の
で
あ
る
。
;
:
・

と
の
潜
航
艇
式
出
張
費
出
な

b
経
由
民
も
些
少
で
、
そ
の
土
地
の
小

賀
商
白
自
に
も
留
ら
ず
、
効
多
〈
仲
-H

町
白
い
。
但
し
大
衆
性
に
乏

し
〈
そ
の
品
も
兎
角
高
級
品
白
み
に
な
る
依
勤
が
あ
る
。
是
は
市
内

の
外
賓
法
を
地
方
に
延
長
し
た
も
の
に
過
主
』
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
出

強
飯
責
四
一
形
態
と
立
浪
に
云
へ
る
」
と
。

第
三
十
八
傘

一
一
第
六
時
抗

一一一一六

出
張
販
寅
の
舎
揚
と
し
て
は
劇
揚
・
旅
館
・
寺
院
・
ク
ラ
プ
・
商

品
陳
列
所
等
々
あ
ら
ゆ
る
揚
所
が
用
ひ
ら
れ
て
居
る
抑
、
乙
れ

が
縦
積
的
た
販
貰
所
と
し
て
用
ひ
ら
れ
る
に
非
ざ
る
限
り
如
何

友
る
相
留
所
た
る
を
問
は
な
い
、
ま
た
何
間
同
じ
揚
所
が
用
ひ
ら

詰

る
L

も
支
障
な
い
。

柏
山
張
版
貸
の
間
前
紅
白
傾
向
」
い
亡
は
附
山
部
吸
引
の
侠
史
上
一

商
屈
の
用
ふ
る
曾
場
は
多
〈
毎
回
一
定
ナ
る
に
至
づ
た
。
例
へ
ほ
榊

戸
市
で
は
紳
港
ク
ラ
プ
が
用
ひ
ら
れ
、
京
都
へ
の
三
越
の
出
張
の
場

合
に
は
仕
入
広
が
用
ひ
ら
る
L

却
〈
で
あ
る
が
、
己
れ
が
総
繍
的
な

阪
商
且
所
と
し
て
用
ひ

b
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
出
銭
版
賓
の
概
念
陀
包

含
せ
し
む
る
に
何
等
支
障
は
な
い
。

己
期
間
出
張
販
責
は
短
期
間
の
小
賓
形
態
で
あ
る
。
こ
れ
は

後
に
も
述
べ
る
如
く
同
張
販
衰
の
本
質
的
機
能
よ
り
必
然
然
ら

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
短
期
間
注
り
や
否
や
は

何
に
就
て
云
ふ
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
に
、
私
は
出
張
販
賓
利

用
可
能
匝
域
を
棋
準
と
ナ
ベ
者
も
の
で
、
要
す
る
に
、
山
川
張
地

の
側
に
就
て
一
去
っ
た
も
の
に
し
て
出
張
底
に
就
て
云
ふ
べ
を
も

の
で
は
な
い
と
忠
ふ
。
今
日
百
貨
底
の
屡
h

行
ふ
巡
回
出
張
等

で
は
幾
月
に
も
亙
る
も
の
も
あ
り
、
或
は
新
潟
丸
小
底
等
で
は

前波仲干氏，百貨腐の出張版費f商庖i界昭和7年7月臨時増刊lJ!J1)
拙稿，出張版責より見たる百貨肩書聖小寅席目抗争(経済論議昭和8年 10丹盟主)
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濁
立
に
出
張
腹
寅
専
門
部
を
置
き
殆
ん
ど
年
中
無
併
に
之
を
行

っ
て
居
る
有
様
で
あ
る
が
、

あ
り
出
張
販
賓
の
概
念
K
-
包
含
せ
し
む
る
に
何
等
支
障
な
い
の

一
出
張
地
に
就
て
見
れ
ば
短
期
で

で
あ
る
。
然
ら
ば
一
地
幾
日
を
限
度
と
す
る
か
と
い
ふ
に
、

れ
は
該
地
の
購
買
力
・
購
買
慣
習
・
取
扱
商
品
種
類
等
に
支
配
さ

れ
る
所
で
あ
り
、
倫
開
底
日
に
先
立
つ
訪
問
日
陳
列
日
を
持
つ

一
慨
に
は
断
定
出
来
な
い
が
、
普
通
二
、
コ
一
日

も
の
も
る
り
、

e

o

 

位
で
る
っ
て
、
尤
も
中
に
は
て
一
一
ナ
月
に
亙
る
も
の
も
あ
る

が
期
間
の
長
き
は
決
し
て
そ
の
本
質
的
友
形
態
と
は
云
ふ
事
が

f
z
:
;
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叶
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課
税
問
題
そ
の
他
で
種
々
の
困
難
た
問
題
を
引
起
し
て
居
る
が

そ
の
可
動
性
を
隼
ぷ
本
形
態
に
於
て
は
、
期
間
の
短
い
事
は
重

要
た
一
標
識
で
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

出
張
販
貰
は
短
期
の
小
貫
形
態
で
あ
る
。
と
h

に
小
寅
形
態

と
い
ふ
は
直
接
消
費
者
を
針
手
と
し
て
友
さ
る
L
配
給
形
態
で

あ
っ
て
、
出
張
版
賓
が
小
寅
商
業
的
形
態
を
備
へ
る
も
の
で
あ

る
事
は
、

と
れ
が
主
と
し
て
百
貨
底
そ
の
他
小
寅
専
門
底
に
よ

り
行
は
れ
つ
E
A

あ
る
事
を
見
て
も
容
易
に
想
像
さ
る
L
所
で
あ

百
貨
市
抽
出
張
阪
賓
の
木
質

る
が
、
勿
論
生
産
者
卸
寅
人
の
直
接
販
責
も
こ
の
形
を
採
る
事

が
る
り
、
と
の
揚
合
と
雄
も
直
接
消
費
者
を
針
手
と
す
る
限
り

乙

向
小
賓
形
態
た
る
を
夫
は
左
い
。

側
百
貨
屈
と
出
張
販
寅
出
張
販
貰
は
上
述
の
如
く
或
は
り
百

貨
庄
に
よ
り
行
は
れ
、
或
は
川
小
費
底
山
一
卸
一
買
庇

ω生
産
者
に

よ
り
行
は
れ
、
或
は
付
事
校
等
の
製
品
販
責
販
寅
賞
鴎
等
も
乙

の
形
を
採
っ
て
行
ふ
事
が
多
い
が
、
最
も
庚
〈
行
は
る
L
ほ
百

貨
屈
の
そ
れ
と
小
資
活
の
そ
れ
で
あ
る
。
と
の
中
私
は
そ
の
取

扱
商
品
継
器
上
の
意
義
等
よ
り
見
て
、
後
に
辿
ぺ
る
如
〈
、
百

貨
屈
に
よ
り
皆
ま
る
誌
の
が
最
も
合
理
的
本
質
的
形
態
で
あ
る

と
考
へ
る
が
、
乙
の
揚
合
営
然
問
題
と
た
る
の
は
私
が
百
貨
庖

の
意
義
を
如
何
に
規
定
す
る
か
の
黙
で
あ
る
。
然
し
百
貨
肢
の

意
義
に
就
い
て
は
我
が
壌
界
に
於
て
も
見
解
は
区
A
で
る
り
、

そ
れ
は
結
局
は
或
も
の
九
本
質
を
如
何
に
観
る
か
の
見
解
の
相

遣
に
起
因
す
る
の
で
は
あ
る
が
叶
と
の
論
議
に
闘
す
る
考
究
は

他
日
に
譲
る
と
し
て
、
こ
L
で
は
私
は
使
誼
上
筒
撃
に
ナ
イ
λ

ツ
ロ
ム
、
夕
日
7
l
ク
等
に
従
ひ
「
百
貨
応
と
は
多
種
類
の
商
品
を

部
門
に
分
ち
て
販
買
す
る
犬
規
模
小
寅
業
で
る
る
」
と
一
義
的

第
三
十
八
巻

一

第
六
時
制

七
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百
貨
応
出
張
販
責
め
白
木
質

こ
れ
は
わ
が
闘
で
も
谷
口
教
授
の
既
に

に
規
定
し
て
置
と
う
川

採
ら
る

L
所
で
あ
り
、
村
本
教
授
も
亦
略
同
様
の
定
義
を
附
し

て
居
ら
る

L
所
で
あ
っ
て
、
た
ピ
使
誼
上
こ
れ
等
諸
先
輩
の
定

義
を
借
り
た
ま
で

r
、
私
が
百
貨
屈
の
一
義
的
決
定
に
賛
成
し

て
ゐ
る
意
味
で
も
な
け
れ
ば
こ
れ
を
否
定
ハ
レ
て
居
る
志
味
で
も

と
の
黙
は
一
手
一
白
断
っ
て
世
き
た
い
。

な
く仙

惜
し
締
本
庄
内
私
凡
を
鴻
べ
る
な
れ
ば
、
犯
は
〉

U
'
f
F
崎
銅
山
間
間
聞

は
尤
も
衣
食
住
に
閥
ナ
る
凡
百
の
商
品
目
意
味
に
は
遁
ひ
は
な
い
が
、

品
同
印
ro
志向
m
m
m
o
a
m
特
に
呉
服
類
を
中
心
・
少
〈
も
最
重
要
な
取
扱
商

品
と
ナ
ペ
奇
も
白
で
あ
る
と
思
ふ
。
と
れ
は
わ
が
闘
で
は
向
井
鹿
松
教

授
が
枕
奇
水
野
結
吉
氏
又
こ
れ
を
主
張
し
て
早
川
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
費
ナ
る
「
多
種
類
の
商
品
を
排
除
せ
渇
」
も
の
?
知
〈
に
解
せ
ら

‘る
A

村
本
教
授
の
非
難
は
営
、
b
な
い
と
忠
ふ
。
百
貨
庖
が
英
服
類
を
中

心
と
ナ
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
主
張
は
ニ
ワ
白
根
按
か
ら
云
ひ
得
る
の
で

あ
る
先
づ
こ
れ
を
仰
経
替
経
務
的
に
見
て
、
今
日
の
呉
服
裏
門
腐
は
季

節
的
業
務
自
費
動
に
苦
し
む
所
で
あ
り
、
こ
れ
を
救
ふ
鴛
に
は
必
然
副

商
品
の
導
入
は
止
む
を
得
な
い
所
で
あ
り
、
宵
貨
盾
脇
田
生
白
経
済
的
意

義
も
己
主
に
求
め
ら
る
十
以
上
、
慨
に
其
慮
に
呉
服
類
が
中
心
で
他
の

商
品
は
副
業
的
機
能
を
持
つ
に
過
ぎ
な
い
事
情
を
知
る
事
が
出
来
る
。

百
貨
底
形
態
が
業
私
自
季
節
的
費
動
調
節
に
大
き
《
意
義
を
持
ヲ
事
は

ヒ
ル
シ
品
、
キ
ッ
チ
ン
ゲ
ル
等
も
認
め
る
所
で
あ
る
加
、
こ
れ
と
呉
服
類

第
三
十
八
巻

間

第
穴
就

'" 

と
の
閥
係
は
今
日
の
宵
貨
底
が
主
と
し
て
呉
服
底
よ
り
起
ヲ
て
居
る
事

。

濁
乙
語
白
、
わ
が
圃
で
よ
〈
巧
司
grpcm
と
同
義
に
解
ナ
る
夙
里
町
F
P
E

の
知
骨
形
態
が
各
国
に
今
日
品
川
見
ら
れ
る
事
等
よ
り
も
知
る
事
が
出
来

る
3

更
に
之
在
仰
祉
曾
経
椀
問
的
に
凡
て
も
各
小
貨
形
態
の
特
徴
を
封
比

す
る
に
百
貨
腐
の
機
能
は
呉
服
類
等
言
。
宅
百
四
問
。
邑
聞
に
最
も
よ
く

費
揮
さ
れ
て
居
る
。
蓋
し
日
用
品
、
食
蝿
品
等
は
キ
ソ
チ
ン
ゲ
ル
民
も

云
ふ
加
〈
腕
客
の
住
居
附
廷
に
散
砲
ナ
る
事
が
必
要
で
あ
フ
て
、
夫

r

百
貨
庖
で
か
h
F
U

古
阿
川
聞
の
決
品
、
b
己
、
の
は
他
目
白
。
司
一
!
問
問
。
九
ψ

購
買
し
た
序
に
過
ぎ
な
い
。
き
れ
ば
百
貨
広
が
か
ふ
る
商
品
で
他
門
小

責
形
態
と
競
争
ナ
る
事
は
到
底
不
可
能
で
あ
り
、
か
ふ
る
祉
曾
的
分
業

白
事
責
は
、
百
貨
市
胞
を
し
て
必
然
主
。
宅
吉
田
目
。
。
合
中
心
に
赴
か
し

め
古
る
を
得
な
い
。

我
等
は
慨
に
百
貨
肢
の
費
生
が
呉
服
裏
門
の
不
侠
を
泣
け
る
た
め
で

あ
り
、
こ
れ
を
枇
舎
的
に
見
で
小
費
分
野
の
分
業
の
上
品
与
一
耳
ワ
て
も

百
貨
屈
が
呉
服
類
を
中
心
と
す
る
事
が
是
認
さ
る
べ
壱
を
知
づ
た
。
然

る
限
り
百
貨
腐
の
取
扱
商
品
を
単
に
多
種
類
と
し
て
平
等
に
九
る
事
は

必
ず
し
も
そ
の
本
質
を
明
確
に
規
定
す
る
所
以
で
は
な
い
。
従
来
白
一
回

貨
広
木
質
の
規
定
は
単
に
漠
然
外
形
よ
り
見
て
衣
食
住
高
般
に
亘
る
多

種
類
の
商
品
な
る
言
葉
を
使
ワ
た
の
で
あ
る
が
、
我
等
を
以
て
せ
ば
今

日
の
百
貨
底
は
回
一
古
市
立
国
間
問
。
。
舎
特
に
央
服
類
走
中
心
と
し

τ
こ
そ

初
め
て
枇
曾
的
に
も
経
替
的
に
も
合
理
性
を
費
揮
し
、
そ
の
存
在
を
主

張
出
来
る
の
で
あ
ワ
て
、
従
来
白
形
式
的
本
質
醐
慨
に
封
し
、
特
に
そ
の

時報第2'Î!豊第[[披)百貨底の木質的意味鰹務時報第2巻第12披)1~圃百貨Ji5の将来
{経済僻究第E巻第1貌〉
谷口吉彦著，百貨底遠鏡庖小費底問題 p.20.
Nystom， ihid. p. 124 、・ clarkf，;'inciple of marl日t:ingp・218
松井辰之助氏，百貨底の将来(経瞥研究第E巻第31l11;p. "5.) 
水野祐吉著百貨腐経瞥撃 p.4-10 
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機
能
の
艶
よ
り
之
を
規
定
せ
ん
と
す
る
機
龍
的
木
賞
視
と
で
も
云
ふ
べ

き
出
張
を
探
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

=
、
官
貨
脂
出
張
飯
賓
の
本
質
的
機
能

以
上
私
は
百
貨
応
出
張
販
賓
の
形
式
的
要
件
に
就
い
て
一
瞥

し
、
百
貨
屈
の
本
質
に
闘
す
る
私
見
を
遁
ぺ
た
。
然
ら
ば
百
貨

居
間
張
販
責
の
杜
曾
的
機
能
は
何
庭
に
求
む
べ
き
か
。
勿
論
百

貨
底
出
張
販
買
も
一
小
費
形
態
で
あ
る
以
上
、
直
接
消
費
者
に

接
し
そ
の
需
要
を
芳
賀
ず
る
も
の
に
し
て
、
こ
れ
を
粧
品
目
的
に

見
れ
ば
、
経
済
中
一
惜
の
縫
脱
に
伴
ふ
生
産
と
消
費
の
聞
の
時
間

的
人
格
的
場
所
的
分
離
克
服
の
一
端
を
負
ふ
も
の
で
あ
る
事
は

五
ふ
迄
も
た
い
が
、
問
題
は
百
貨
屈
の
出
張
販
賓
が
他
の
配
給

形
態
に
比
し
て
如
何
な
る
賭
に
他
の
遁
従
を
許
さ
む
特
徴
を
持

っ
て
ゐ
る
か
に
存
在
す
る
譲
で
あ
る
。

要
の私
充は
寅百
t己貸
あ府
り出
と張
考版
へ責
るの
。『仕

今曾
乙自1"]
れ機
を能
分は
設地
す方
れの
~季
二次節
の的
如需

〈
で
あ
る
。

一
百
貨
庇
の
出
張
販
寅
は
地
方
の
需
要
を
充
賓
ず
る
も
の
で
あ

る
。
私
は
先
に
百
貨
底
出
張
販
賓
の
形
式
的
要
件
を
遁
べ
る
に

百
貨
庖
出
張
版
責
白
木
質

償
っ
て
、
市
内
乃
至
郊
外
へ
の
出
張
も
こ
れ
を
形
式
的
に
見
れ

ば
出
張
販
寅
の
概
念
の
中
に
包
含
さ
る
ぺ
き
を
主
張
し
た
。
然

し
と
れ
を
機
能
の
上
よ
り
見
れ
ば
百
貨
底
所
在
の
市
内
乃
至
そ

の
附
近
に
於
け
る
需
要
充
買
の
如
き
は
必
十
し
も
出
張
販
賓
の

本
質
的
機
能
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
と
れ
は
百
貨
底

の
中
心
と
す
る
取
扱
商
品
に
就
い
て
一
考
す
れ
ば
容
易
に
了
解

さ
る
L

所
に
し
て
、
百
貨
属
の
取
扱
ロ
聞
は
上
田
博
士
も
云
ふ
知

〈
「
顧
客
が
百
貨
底
の
方
に
行
く
L
べ
き
も
の
で
あ
っ
て

2

然
る

限
的
市
内
郊
外
に
出
張
す
る
如
き
は
百
貨
庄
の
本
質
と
す
る
耐

忙
非
歩
、
か
L

る
範
閣
に
於
て
は
挙
る
顧
客
が
百
貨
府
に
赴
く

べ
き
で
あ
る
。
さ
れ
ば
か
L

る
市
内
郊
外
出
張
の
場
合
に
は
事

ろ
日
用
品
食
糧
品
雑
貨
類
が
多
く
取
扱
は
る
L

の
で
る
る
が
、

か
L

る
商
品
は
前
に
も
一
言
織
れ
.
他
日
詳
論
す
る
で
あ
ら
う

出如
張く

で耳主
は司
少」
ノ百

も空
十四
日 ι〉
ノヨl 山

t亡 Z2
は山

を充
待

し てコ得 の
ぬ川
性主;
質賀
市t;r.
'i < 
の又
で百
あ貨
る庖
出'の

乙
れ
は
主
に
市
内
百
貨
屈
の
岡
市
内
挫
に
郊
外
へ
の
出
張
の
揚

ム
ロ
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
一
百
貨
底
の
他
の
百
貨
底
所
在
都
市
へ

の
出
張
例
へ
ば
乙
れ
も
後
に
研
究
す
る
如
く
、
大
阪
百
貨
庄
の

第
三
十
八
巻

ヨ五

第
六
披

九

材木紹松氏，百貨底。意義を再検討ナ{経磐肝先第'f/号第3務〉
J. Hir>ch， Die Bèdeetug. c:lès 羽läÍënlia1.t~i. in -der Vol1u;wirt出 ;haft(P刊日emedes 
WaTenhaus. S・p5拙稿，百貨膚白国民経済上における意義〈経湾論議第36巻z務〉
01 to Kztunger， ¥t¥.'-art::nhal1誌 undSp間..1件、chaft(Proble皿 f: des Warenhaus S. 

98， 99) 拍l稿，百貨底と事門底(艦若年論叢第37巻2盟主〉
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百
貨
府
出
張
販
貰
白
木
賞

京
都
市
へ
の
出
張
等
の
揚
合
は
如
何
、
乙
の
揚
合
同
張
百
貨
屈

と
被
出
張
地
所
在
百
貨
庇
と
の
聞
に
商
品
の
特
質
此
商
業
方
針
の

相
違
等
機
能
的
分
化
の
行
は
る
L
揚
合
に
は
街
出
張
販
寅
は
そ

の
枇
曾
的
機
能
を
川
市
し
っ
、
あ
る
も
の
と
一
康
云
へ
ょ
う
が
、

百
貨
届
出
張
版
賓
の
本
質
的
機
能
は
最
も
よ
く
百
貨
底
非
所
在

地
に
護
抑
さ
る
弘
事
に
敏
一
り
は
た
い
。
と
の
事
は
一
間

γ

臼
貨
応

所
在
都
市
へ
の
出
張
が
最
近
で
は
漸
次
衰
微
の
運
命
に
あ
る
事

を
以
て
も
知
る
事
が
出
来
る
。
百
貨
庶
出
張
販
費
は
か
く
地
方

主
と
し
て
百
貨
底
所
在
の
都
市
蛇
に
そ
の
郊
外
以
外
に
於
け
る

需
要
の
充
貨
に
そ
の
機
能
を
務
部
し
得
る
も
の
で
る
る
ロ
蓋
し

今
日
一
の
定
住
庖
輔
を
設
け
る
事
は
そ
の
設
立
維
持
に
極
め
て

多
額
の
費
用
を
用
す
る
所
に
し
百
渦
そ
れ
白
樫
枇
曾
的
の
一
浪

費
た
る
の
み
な
ら
十
、
そ
の
合
理
的
褒
展
に
は
一
定
の
限
界
が

あ
り
、
今
日
で
は
一
般
に
人
口
十
高
以
上
の
都
市
に
し
て
】
初
め

て
可
能
で
る
る
と
去
は
れ
て
ゐ
る
位
で
あ
っ
て
、
然
る
に
一
一
四

地
方
の
漸
次
的
資
本
主
義
化
は
資
本
主
義
時
代
の
一
産
物
と
し

て
の
百
貨
底
へ
の
闘
心
を
袋
々
増
大
す
る
と
と
L

友
字
。
百
貨

届
の
出
張
販
賓
は
支
分
活
設
立
の
非
合
理
牲
と
地
方
消
費
者
の

第
三
十
八
巻

一
一
一
一
六

第
六
披

一四
O

か
L

る
要
求
の
靖
大
と
の
聞
に
於
け
る
隔
離
を
克
服
す
べ
〈
生

れ
、
其
所
に
そ
の
存
在
意
義
を
有
す
る
一
小
貫
形
態
と
い
ふ
事

が
出
来
る
。
さ
れ
ば
百
貨
底
の
出
張
販
買
は
地
方
に
於
℃
と
そ

初
め
て
そ
の
合
理
的
機
能
を
褒
揮
し
得
る
所
忙
し
て
、
か
の
市

内
出
張
の
如
き
或
は
他
の
百
貨
病
所
・
荘
都
市
へ
の
出
張
の
如
き

は
そ
の
本
質
的
機
舵
に
協
せ
紅
い
と
一
去
は
臥
ぱ
窓
ら
ね
。

C
百
貨
庄
の
州
張
販
費
は
季
節
的
需
要
を
充
賞
す
る
も
の
で
あ

る
。
蓋
し
我
等
の
需
要
+
ふ
日
常
需
要
川
不
定
期
的
需
要
内
定

期
的
需
要
に
分
ゆ
っ
て
考
ふ
れ
ば
、
出
張
版
寅
に
よ
り
で
は
そ
の

性
質
上
日
常
需
要
蛇
に
不
定
期
的
需
要
は
之
を
充
貸
す
る
事
は

出
来
危
い
。
僅
に
こ
れ
に
よ
り
合
理
的
に
充
貸
さ
れ
得
る
の
は

歳
暮
中
元
地
方
年
中
行
事
季
節
褒
夏
期
等
の
た
め
引
起
さ
る
L

定
期
的
需
要
の
み
で
あ
る
と
一
玄
ふ
事
が
出
来
品
。
私
は
と
の
中

特
に
季
節
的
需
要
の
充
賓
乙
そ
出
張
販
賓
の
一
本
質
的
機
能
で
あ

る
と
忠
ふ
。
葦
し
一
般
季
節
品
庄
例
へ
ば
呉
服
底
等
に
あ
り
て

は
こ
れ
が
専
門
庄
は
仮
令
之
を
設
〈
る
も
需
要
の
季
節
的
餐
動

よ
り
来
る
業
務
の
繁
閑
に
耐
え
ざ
る
所
に
し
て
、
外
部
的
歴
迫

友
く
と
も
合
理
的
経
俸
の
持
績
は
到
底
困
難
と
す
る
所
?
る
つ

谷口吉彦著，百貨唐連鎖居小賓鹿間堕 p.86以下
禽己の里占拙稿京書官帝圃大暴新扇昭和S年12月d 日所職参照
上回貞次郎著商工経瞥 p.73 
0ttu kztzinger a. B. '0. S. 110， II'I 
拙稿，百貨膚白煙瞥'J:11見たる出張版費D 意事量
小林八百吉氏，百貨腐の将来(政治経費時論第711警第2披)
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て
、
然
る
に
百
貨
底
に
る
り
で
は
ヒ
十
ン
ュ
、
キ
フ
チ
シ
ヂ
ル

等
も
指
示
せ
る
如
く
平
生
か
a
A

る
業
務
の
繁
閑
調
節
機
能
は
十

分
之
を
備
へ
て
居
る
諜
で
、
か
L

る
形
態
の
も
の
か
ら
そ
の
需

要
期
に
出
張
し
て
こ
れ
を
充
貧
す
る
事
が
最
も
合
理
的
で
あ
る

と
忠
ふ
。
又
一
一
回
之
を
消
費
者
よ
り
見
て
も
か
L

る
季
節
的
需

要
は
永
積
的
た
定
住
底
輔
な
く
と
も
宵
貨
庄
の
如
き
の
出
張
に

よ
り
充
貸
さ
る
¥
に
何
等
の
不
自
由
を
も
感
ぜ
泣
い
の
で
あ
る

と
れ
は
食
糧
口
同
日
用
品
等
の
日
常
需
要
や
不
定
期
的
需
要
充
寅

の
揚
合
と
大
に
異
る
貼
で
あ
っ
て
、

'
m
h
h

る
需
要
に
あ
り
ご
は

川
山
町
版
震
が
短
期
一
時
的
な
る
閥
係
k
閃
底
合
理
的
に
定
資

r

る
事
は
不
可
能
で
、
定
住
居
輔
に
よ
る
充
貨
を
待
た
ね
ば
な
ら

い
ま
今
日
の
出
張
販
賓
の
斌
況
を
見
る
に
、
尤
も
季
節

日
間
特
に
呉
服
類
が
中
心
で
は
る
石
が
、
そ
の
範
園
は
あ
ら
ゆ
る

商
品
に
亙
っ
て
居
り
、
特
に
最
近
で
は
商
品
種
類
増
加
の
傾
向

は
著
し
い
が
J

斯
の
如
き
は
出
張
販
賓
の
本
質
的
機
能
を
果
ナ

左
い
。

所
以
に
非
ヂ
、
特
に
そ
の
結
果
日
用
品
底
食
糧
口
問
屈
が
疲
弊
淡

落
す
る
如
き
は
出
張
販
賓
が
一
時
的
短
期
的
に
し
て
之
を
よ
く

芳
賀
し
得
な
い
以
上
か
L

る
地
方
の
需
要
芳
賀
は
社
絶
す
る
わ

百
貨
府
出
張
奴
責
白
木
賞

け
で
ハ
震
に
憂
ふ
ぺ
き
結
果
を
誘
致
す
る
も
の
と
云
は
か
ば
た

却

ら
な
い
。

三
、
百
貨
底
出
張
販
賓
の
分
類

百
貨
庄
の
出
張
販
買
は
種
々
の
標
準
に
よ
り
分
類
す
る
事
が

出
来
る
。

I日 -

(2) (1)号、 (2)(1)て巴 (1)』 :(fl)f，、)(空) (1) 、
ま笹 原出特ー取随定 1[1縮局地市出
回箔張殊般扱蒔期 日比 民地 方外 張
出向方自力的商 自内的時地的 tll YJr.地
張張法 品出 向期向(張に域

に に張張に Bj~ c' (イ)郊に
よ よ ぷ E 会外よ
る る ~~! .:;::::: 1&出る
分分分 的張11:
類類類(類

z 
" 
3 
3 

" 
(ロ)
地
方
的

ぴコ

" " O 
回

" 

一
出
張
地
域
に
よ
る
分
類

業
所
所
在
都
市
を
標
準
と
し
て
川
市
内
故
に
郊
外
出
張
と
仰
地

百
貨
屈
の
出
張
販
寅
は
こ
れ
を
替

第
三
十
人
巻

七

第
六
披

四

W. 8ombert， D臼 WaτenhaU5ein '~;ebild.e des Hochkapistischen Zei taLers(Prol1 
eme des Warenchacy) 
拙稿，百貨居白出張阪曹陀聖母ナ岳地方自反響(趨楼経済肝究第r6冊〉
拙稿，百貨li!iの出張版賓と中小小賓席目問題(，f.!l!替研究第z巻第2披)
j出荷，わが闘に於ける百貨盾由時五版貨の脅展
拙稿，百貨}i!iの出張阪賓と中小ノI"i賢官の問題
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百
貨
府
向
張
販
賓
の
木
質

方
問
張
と
に
分
ち
得
る
所
に
し
て
、
後
者
は
そ
の
範
囲
の
庚
狭

に
上
り
付
金
図
的
川
地
方
的
斗
地
属
的
の
三
形
態
に
分
つ
事
が

出
来
る
。
市
内
枕
に
郊
外
出
張
と
地
方
出
張
と
は
軍
に
外
見
的

に
見
れ
ば
矩
離
の
遠
近
に
過
を
た
い
が
、
か

i
也
事
貸
は
必
然

的
に
出
張
版
賓
の
目
的
形
式
内
容
に
も
影
響
を
持
っ
て
来
る
事

と
た
り
、
そ
の
結
果
乙
の
八
月
類
は
相
首
重
要
伝
も
の
と
一
五
は
か

ば
な
ら
ぬ
。
市
内
郊
外
出
張
の
揚
合
は
そ
の
目
的
か
ら
云
へ
ば

「
特
定
の
エ
揚
又
は
圏
韓
又
は
バ
ザ

1
等
の
開
催
せ
ら
る
L
揚

合
そ
の
依
頼
に
昨
応
じ
て
出
張
す
る
』
揚
合
が
多
く
、
俄
令
然
ら

ざ
る
も
の
も
取
扱
口
岡
山
同
食
栂
日
間
雑
貨
日
用
品
が
主
で
あ
っ
て
季

節
口
聞
を
主
と
す
る
地
方
出
張
と
は
大
い
に
異
る
も
の
る
り
、
私

の
見
る
所
に
依
れ
ば
、
か
L

る
形
態
に
於
け
る
出
張
販
寅
は
そ

の
本
質
的
機
能
を
果
す
も
の
に
非
や
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。
こ

れ
に
反
し
て
百
貨
庄
の
地
方
出
張
は
先
に
も
漣
ぺ
た
如
く
、
出

張
版
買
の
本
質
的
機
能
に
属
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
乙
の
揚
合

そ
の
出
張
範
闘
が
全
国
に
亙
る
時
に
は
全
図
的
出
張
販
賓
と
云

ふ
べ
き
で
あ
る
が
、
多
く
の
大
百
貨
庄
は
本
支
底
聞
に
協
定
を

設
け
(
白
木
屋
は
こ
れ
な
し
と
一
手
乙
、
然
ら
ざ
る
も
の
も
経
費
効

第
三
十
八
巻

第
中
川
披

四

i¥. 

呆
の
関
係
上
多
く
は
地
方
的
地
区
的
出
張
販
賓
の
形
を
と
り
、

今
日
で
は
殆
ん
ど
乙
れ
を
見
ざ
る
に
至
っ
た
の
地
方
的
出
張
販

資
は
例
へ
ば
近
時
大
阪
高
島
屋
が
大
阪
以
閥
、
東
京
一
二
越
が
静

岡
以
東
信
越
地
方
空
そ
の
受
持
区
域
と
せ
る
如
〈
、
そ
の
範
闘

が
偲
A
Y
抗
告
閥
的
で
は
た
い
に
せ
よ
多
数
府
肺
酬
に
亙
る
も
の
を

十
品
山
山
、
地
一
服
的
出
脹
阪
東
と
は
一
一
地
方
の
一
一
地
区
例
ヘ
ぽ
一
府

懸
又
は
一
府
懸
内
の
一
地
方
或
は
近
接
府
鯨
の
み
に
同
張
す
る

世

一

駐

土

佐

三

も
の
に

L
て
、
地
方
百
貨
庖
例
へ
ば
天
満
屋
・
森
屋
・
玉
一
星
等
は

一
流
百
貨
屈
と
離
も
紳
戸
三
越

住
四

の
如
き
は
そ
の
出
張
は
専
ら
兵
庫
鯨
下
に
限
ら
れ
て
居
る
。
叉

こ
の
形
態
を
採
っ
て
居
る
が
、

地
方
百
貨
庇
に
し
て
甚
だ
康
範
園
の
出
張
を
友
す
と
と
新
潟
丸

註
五

小
庄
の
如
き
も
あ
る
。

詰
一
例
へ
は
天
満
屋
(
岡
山
)
の
出
援
を
目
見
る
に
(
初
回
昭
和
六
年
十

月
岡
山
脇
津
山
市
V

時

期

昭
和
六
年
十
月

出

誕

地

時

期

出

張

地

津
山
市
昭
和
六
年
十
一
月
一
細
山
市

宇

野

町

昭

和

七

年

六

月

樟

山

市

玉

町

昭

和

七

年

七

月

味

野

町

註
ニ
森
屋
(
北
海
道
)
は
(
初
回
昭
和
六
年
八
月
北
海
道
液
晶
嗣
亀
田

郡
戸
井
村
)

ク

d砂

P 

~ 

わが闘に於ける百貨膚出張蹴貨の蜜屍拙事者，30) 



出
張
地

江
差
町

丸

月

伊

達

町

九

月

一

一

周

山

町

九

月

踊

島

町

十

月

浦

河

町

昭

和

七

年

五

月

森

町

七

月

江

差

町

健
三
ヨ
嵐
(
八
幡
市
)
は
(
一
初
回
昭
和
七
年
一
月
堀
岡
田
開
芦
屋
町
V

出

張

地

時

期

出

張

地

芦

屋

町

昭

和

七

年

二

月

伊

間

町

中

百

町

一

一

一

月

戸

州

市

行
橋
町

時

期

昭
和
六
年
八
月

タタ~ '" 
時

期

陥
和
七
年
目
月

a 
f 

'" 

ク

，. 

タ

'" 

'" 

ク

世
四

姫
路
市

'" 

龍
野
町

明
石
市

タ

洲
本
町

ク年 昭
十和
月四

姫
路
市

高
砂
町

出
張
地

戸

井

村

森

町

木
古
内
町

江

差

町

八

雲

町

ク'" タタ昭
和
五

年
十
月

時

期

昭
和
七
年
五
月

大
月

六
月

六
月

'" タ。タ

月

クイ少

|司

王|

~ 

'" 

明
石
市

三
木
町

加
古
川
町

姫
路
市

タタ年昭ク
十和
月六

理
問
町

姫
路
市

タ

百
貨
届
出
張
販
責
の
本
質

姫
路
市

北
傑
町

山
崎
町

オ叉
町

相
生
町

明
石
市

昭
和
四

年
十
月

明
石
市

昭
和
五

年
十
月

昭
和
六

年
五
月

タ'" 

頑
知
山
町

昭
和
六

年
十
月

姫
路
市

註
五
新
潟
丸
小
屈
は
出
張
地
域
最
も
康
〈
そ
の
範
囲
は
東
北
よ
り
北

降
、
関
東
、
東
海
道
に
ま
で
及
ん
で
居

p
、
昭
和
二
年
よ
り
四
年
ま

で
は
一
組
な
り
し
が
五
年
よ
り
は
ニ
組
と
な
り
そ
の
出
張
地
は
百
鈴

ケ
所
に
及
ん
で
居
る
。
普
遁
持
出
し
荷
物
は
約
八
噸
初
秋
十
一
一
一
噸
、

底
良
八
九
名
、
初
秋
十
二
主
名
で
二
都
市
年
一
-
一
四
回
、
有
望
都
市
で

同
十
回
前
後
も
出
張
ナ
る
と
い
ふ
。
但

L
新
潟
よ
り
遠
方
割
問
出
張
回

扱
は
少
(
な
り
、
東
海
道
の
知
母
、
は
夏
物
で
.
凶
行
(
の
恥
で
あ
る
。

該
底
の
尚
張
版
責
は
昭
和
二
年
四
月
よ
り
行
っ
て
居
る
が
A
ー
そ
の
年

飾
磨
町

赤
穂
町

明
石
市

期

の
七
月
ま
で
の
状
況
に
よ
り
そ
の
一
端
を
示
せ
ば

名

期

昭
和
二
年
六
月

時

地
新

潟

市

長

岡

市

舎
津
若
松
市

山

形

市

米

津

市

新

庄

町

仙

童

市

一
ノ
関
町

木
田
畑
/
湖
町

宮

岡

町

金

田

町

紳
戸
三
越
は
会
初
回
出
張
は
一
昭
和
三
年
十
月
姫
路
地
方
〉

時

期

地

名

時

期

地

名

時

期

地

名

昭

和

三

昭

和

五

昭

和

六

年

十

月

年

五

万

年

五

月

昭
和
二
年
四
月

4シ

9 

ク

当歩

'" 

五

月

づ少

'" 

'" 

'" 

タ

'" 

タ

3シ

第
三
十
八
巻

j~ 

時

タ

t 

ク

'" 

ク

'" 

タ

ーじ

月

タ

少

タ

'" 

タ

'" 

第
六
披

~Ll 

地小
樽
市

札
幌
市

弘
前
市

能
代
町

秋
田
市

木
庄
町

鶴
岡
市

酒
田
市 名



百
貨
市
抽
出
張
版
賓
の
本
質

カミ少

く
の
立日
き
土也
方
出国青八盛

警 館 森 戸 問

中市市市市

に
l土
J翠
11: 
l有
i也タ

I:H 
張
の+
み金高官高

F豊岡山田2市而市市

昭
和
二
年
六
月

~ 

~ 

~ 

" 
，. 

昭
和
二
年
七
月

" 

タ

~ 

~ 

タ

十
附
植
民
地
へ
の
出
張
を
た
す
も
の
も
あ
る
。
4

ん
も
普
通
植
民

地
に
於
叫
り
る
出
張
販
賓
と
い
っ
て
も
イ
植
民
地
百
貨
底
の
植
民

地
内
に
於
け
る
出
張
と
ロ
内
地
百
貨
底
の
植
民
地
へ
の
出
張
の

二
つ
の
型
が
あ
る
べ
き
だ
が
、
前
者
は
寧
ろ
地
方
的
又
は
地
匿

的
問
張
版
賓
の
範
暗
唱
に
入
る
べ
き
で
、
私
が
と
L

に
植
民
地
へ

の
出
張
と
し
て
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
け
た
の
は
主
と
し
て
後

者
を
指
し
た
の
で
あ
る
。
大
阪
三
越
大
阪
高
島
屋
の
萎
湾
へ
の

出
張
の
如
き
は
そ
の
一
例
と
一
式
ふ
事
が
出
来
よ
う
%

二
出
張
時
期
に
よ
る
分
類
出
張
販
賓
は
そ
の
時
期
の
一
定
せ

る
か
否
か
に
よ
り
什
定
期
出
張
作
不
定
期
間
張
に
分
つ
事
が
出

来
る
が
、
元
来
乙
の
揚
合
定
期
不
定
期
に
は
三
つ
の
匝
別
せ
ら

る
べ
き
標
準
を
考
へ
る
事
が
出
来
る
。
一
は
一
定
出
張
地
を
棋

準
と
し
て
出
張
地
の
立
揚
か
ら
見
た
る
定
期
不
定
期
で
、
一
定

時
期
に
或
商
屈
の
出
張
を
期
待
出
来
る
か
否
か
に
よ
る
匿
別
で

第
三
十
八
巻

一二ニ
O

第
ム
ハ
務

一
四
四

あ
り
、
二
は
出
張
百
貨
底
を
標
準
と
し
て
、
百
貨
底
の
立
揚
よ

り
如
何
た
る
時
期
に
行
ふ
か
H
A

一
定
せ
る
か
否
か
に
よ
る
区
別

で
る
っ
て
、
と
の
揚
合
は
更
に
什
同
張
地
自
慢
も
一
定
ぜ
る
揚

合
と
付
出
張
時
期
の
み
で
何
庭
へ
出
張
す
る
か
は
未
定
の
揚
合

が
あ
る
。
三
は
粧
品
官
的
立
拘
留
よ
り
の
考
察
に
し
て
某
百
貨
庄
に

と
り
或
は
某
問
眠
地
に
と
り
既
定
の
も
の
た
る
と
奇
と
を
閉
山
川

すτ

一
般
に
客
規
的
に
、
定
期
的
需
要
の
芳
賀
に
宏
て
ら
れ
る

か
否
か
に
よ
る
匝
別
で
あ
る
。
例
へ
ば
季
節
鑓
夏
期
に
行
は
れ

る
出
張
販
寅
は
何
底
に
よ
り
叉
何
庭
で
行
は
る
L
出
張
販
賓
た

る
を
問
は
予
定
期
的
出
張
版
賓
と
見
る
が
如
し
。
私
が
出
張
販

賓
の
機
能
を
定
期
的
需
要
の
充
寅
に
あ
り
と
な
し
旦
そ
の
範
園

に
於
て
の
み
そ
の
存
績
は
許
容
さ
る
ぺ
き
な
り
と
た
す
は
と
の

第
三
の
意
味
に
就
て
云
っ
た
も
の
で
、
現
在
で
は
或
は
一
地
方

の
特
殊
事
情
に
支
配
さ
れ
或
は
百
貨
屈
の
立
揚
よ
り
百
貨
底
側

の
事
情
に
支
配
さ
れ
業
務
閑
散
期
又
は
ス
ト
ッ
ク
滞
積
朗
等

と
れ
等
は
必
や
し
も
出
張
販
賓
の

を
濯
ぶ
も
の
等
も
あ
る
が
、

機
能
を
果
す
も
の
で
は
友
い
と
云
は
ね
ば
た
ら
ぬ
。
季
節
費
夏

期
等
所
謂
枇
舎
的
意
味
に
於
け
る
定
期
的
需
要
の
充
寅
乙
そ
地
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方
小
費
屈
の
到
民
迫
従
を
許
さ
ね
犬
百
貨
席
の
み
が
上
〈
合
理

的
に
充
貧
し
得
る
需
要
分
野
で
あ
ら
う
。

日
取
扱
商
品
に
よ
る
分
類
と
れ
に
前
述
の
二
つ
が
あ
る
が
と

れ
は
出
張
販
賓
の
取
扱
商
品
が
多
種
類
の
商
品
に
亙
る
か
否
か

に
よ
る
匝
別
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
何
々
底
呉
服
部
家
具
部
洋
服

部
と
取
扱
商
品
を
限
定
し
て
出
張
す
る
揚
合
を
特
殊
的
出
張
販

資
と
一
吉
ひ
凡
ゆ
る
商
品
種
類
に
亙
る
時
を
一
般
的
出
張
販
賓
と

呼
び
た
い
。
勿
論
一
般
的
出
張
版
資
2
雌
も
他
日
議
ぺ
る
で
あ

ら
う
如
く
、
限
胤
河
内
技
術
竹
に
一
志
乃
限
界
乃
あ
る
事
1
.
5
h
R

-

i

i

l

'

i

i

i

!

(

1

1

4

1

U
一

1
7

出
来
友
い
所
で
あ
っ
て
、
私
を
以
て
せ
ば
向
張
販
寅
は
寧
ゐ
季

節
日
聞
を
中
心
と
す
る
康
い
意
味
で
の
特
種
的
出
張
販
曹
、
に
限
ら

る
べ
き
で
あ
る
と
忠
ふ
。
然
し
現
在
の
出
張
販
費
は
殆
ん
タ
」
衣

食
住
の
各
般
に
亙
る
商
品
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
が
、
例
へ
ば
日
用

品
食
糧
品
の
如
き
は
キ
ッ
チ
ン
ゲ
ル
氏
も
云
ふ
如
く
、
地
方
小

費
庖
も
よ
く
と
れ
が
需
要
宏
賓
の
機
能
を
果
し
得
る
所
で
、
敢

て
百
貨
屈
の
出
張
を
待
つ
の
必
要
を
見
な
い
。
占
ん
も
往
年
(
大

胴
閣
議
災
以
前
)

の
問
張
販
寅
は
呉
服
類
の
み
に
取
扱
口
問
は
限
ら

れ
て
居
た
が
、
今
日
見
る
如
き
各
種
の
商
品
が
取
扱
は
る
‘
、
に

有
賀
市
州
出
張
版
貰
の
木
質

至
っ
た
の
も
一
は
百
貨
居
の
替
業
政
策
場
還
の
一
一
反
映
と
も
云

へ
ょ
う
。
以
上
は
商
品
種
類
に
よ
る
分
類
で
あ
る
が
、
更
に
商

品
を
キ
ッ
チ
ン
ゲ
ル
氏
に
従
ひ
上
等
口
問
中
等
口
m
下
等
口
問
k
d分
っ

て
考
へ
る
友
ら
ば
、
百
貨
庄
の
管
業
政
策
の
饗
還
百
貨
庄
の
大

衆
化
は
と
与
に
も
如
寅
に
頴
は
れ
往
年
上
流
枇
舎
を
針
象
と

し
、
高
級
品
に
力
を
注
い
だ
問
張
販
賓
の
取
扱
日
間
は
今
日
で
は

中
流
階
級
を
目
標
と
し
た
中
下
級
品
康
傾
口
m
に
遜
っ
て
ゐ
る
叫

何
出
張
方
法
に
よ
る
分
類
犬
鰐
出
張
販
寅
は
そ
の
問
張
方
法

よ
り
見
て
イ
間
車
問
山
張
ロ
巡
間
川
張
ハ
訪
問
販
賢
一
の
一
一
一
つ
に
分

〈

(

(

類
す
る
事
が
由
来
る
が
、
最
後
の
訪
問
販
賓
は
消
費
者
の
戸
々

に
需
要
を
喚
起
し
こ
れ
を
定
貸
す
る
も
の
で
、
私
を
以
て
せ
ば

出
張
販
賓
の
概
念
中
に
包
含
せ
し
む
る
事
を
遁
賞
と
考
へ
左
い

事
は
毎
週
の
如
く
で
あ
る
。
間
早
濁
出
張
と
巡
同
出
張
は
一
出
張

に
於
け
る
問
張
地
の
教
が
一
個
か
或
は
多
数
に
上
る
か
に
よ
る

分
類
で
あ
っ
て
、
蓋
し
わ
が
闘
の
都
市
構
成
を
見
る
に
、
り
一

大
都
市
を
中
心
に
中
小
都
市
が
そ
の
周
聞
に
衛
星
的
に
存
存
す

る
か
、
或
は
ロ
一
都
市
を
基
黙
と
し
て
同
経
路
を
経
や
し
て
再

び
恭
賭
都
市
に
鴎
還
し
得
る
如
き
排
列
欣
態
を
友
す
を
見
る
が

第
三
十
八
巻

一
一
第
宍
抽
出

凶

五

拙稿，官賃底の樫替より見たる出張阪貿の意義
百貨底出張版費は百貨底向市iU案の結果生、〈も大衆の目には一四「時事問題Jと
しては潟らな〈なった。然し我等白 Æ'~'間内要求はかふるグャーナリズム的風
潮と楓鶴ずる所あるは止むを得な旬、。百貨唐の出張販費は資本主義費展過程
白上から見でも'~わが固に白み特異の俊廃を見た一小費形態である里担当ら見
ても極めて興味ある問題でなければならぬ。 而もこれに閥ナる従来四研究は、

36) 
37) 



百
貨
庖
出
張
阪
賓
の
本
質

こ
れ
は
出
張
販
買
に
は
極
め
て
有
利
宏
形
態
で

b
っ
て
、
前
者

は
箪
縄
出
張
に
後
者
は
巡
同
出
張
に
適
し
た
形
態
と
い
ふ
事
が

出
来
る
。
軍
猫
出
張
は
近
距
離
へ
の
出
張
の
揚
合
に
、
巡
回
出

張
は
遠
距
離
特
に
地
方
的
出
張
販
賓
の
揚
合
に
最
も
屡
L
M

行
は

る
ミ
所
で
る
る
が
.
近
時
の
出
張
地
域
の
績
大
と
経
費
節
約
の

6
 

必
裂
比
、
と
の
巡
岡
山
町
慨
を
護
服
せ
し
め
る
大
き
た
版
悶
を
な

し
て
ゐ
る
山
今
巡
岡
山
山
訟
の
一
例
と
し
て
最
近
の
東
京
一
一
一
越
の

東
北
巡
同
の
欣
況
を
見
る
。

昭
和
七
年
六
月
三
越
東
北
巡
回
日
程
(
東
京
三
越
の
回
答
)

場

所

訪

問

日

陳

列

日

開

底

日

向

後

千

葉

市

主

月

八

日

九

日

十

、

十

一

日

十

二

日

水

戸

市

十

三

日

十

四

日

十

五

、

十

六

日

十

七

日

若

松

市

十

八

日

十

九

日

二

十

、

て

二

日

二

十

三

日

山
形
市
二
十
四
日
二
十
五
日
二
十
六
、
七
、
八
回
二
十
九
日

秋

田

市

三

十

日

三

十

一

日

て

二

日

一

一

一

日

時

間

岡

市

四

五

六

、

七

日

八

日

仙

嚢

市

十

十

一

、

二

、

三

日

十

四

日

錦

唐

十

五

日

日

日

そ九

日

日

結

言

第
三
十
八
巻

第
六
時
嗣

一
一

四
ノ、

以
上
私
は
百
貨
底
出
張
版
賓
の
意
義
に
就
て
考
察
し
、
そ
の

形
式
的
要
件
を
明
か
に
し
、
そ
の
本
質
的
機
能
に
説
き
及
ん
で

質
質
的
要
件
を
明
か
に
し
た
。
私
を
以
て
せ
ば
百
貨
庄
の
出
張

販
賓
と
は
一
感
「
百
貨
屈
が
自
己
の
管
業
所
以
外
の
偲
設
の
底

輸
に
於
て
行
ふ
短
期
小
由
民
形
態
に
し
て
主
と
し
て
地
方
の
定
期

的
需
要
の
充
寅
に
そ
の
機
能
を
稜
揮
す
る
も
の
訟
む
」
と
云
ふ

事
が
山
州
旅
ょ
う
。
そ
し
て
か
お
あ
百
貨
応
同
町
町
駅
買
の
黙
義
を

確
立
し
、

そ
の
一
粧
曾
的
本
質
的
機
能
の
那
溢
に
あ
る
か
を
研
究

ず
る
事
は
出
張
販
寅
の
愛
展
を
知
り
、
そ
の
針
策
を
考
究
せ
ん

と
す
る
我
等
に
と
っ
て
は
極
め
て
必
要
た
る
一
任
務
と
云
は
ね

ば
た
ら
お
。
特
に
後
に
も
の
べ
る
如
く
従
来
の
経
済
政
策
的
見

地
駐
曾
政
策
的
見
地
を
止
揚
し
て
祉
曾
機
能
の
見
地
と
も
云
ふ

ぺ
き
一
の
根
本
的
見
地
よ
り
百
貨
庄
小
寅
病
問
題
を
み
、
共
封

策
を
求
め
ん
と
す
る
我
等
に
と
っ
て
は
、
か
h
A

る
黙
に
関
す
る

研
究
の
必
要
は
街
一
屠
大
き
友
意
義
あ
る
も
の
と
云
ふ
事
が
出

来
る
。
終
に
種
々
の
標
準
よ
り
出
張
版
責
を
各
種
の
形
態
に
分

ち
夫
々
の
形
態
の
特
徴
を
明
か
に
し
た
が
、
是
叉
出
張
販
賓
の

概
念
を
明
確
化
せ
し
む
る
上
に
必
要
な
事
と
思
ふ
。
(
五
月
四
日
》

殆んど見るペ壱ものな〈稀にこれを口にする者も何等の理論的、!貰E量的根接を
持たない常識論に過~.なかヲた。私は仮令それがーの時事問題としては、忘れ
去られようとも畢門的興味の上から自分の理論的立場より、自分のなした調査
の結果吃基いて之が枇曾怪痴均魁に経瞥経済的研究を敢行したいと忠ふ。今日
迄資料を奥へられた関係各方面白好意を謝すると共に、今後とも墜昇貰際界の
諸賢の御理解と御援助とをお頗ひナる次第である。


